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人材と人財、または人物

先日、教会本部のある研修会に出席し
たが、主催者から「じんざい育成の上に
活用下さい」という挨拶があった。この
ごろは少子高齢化の影響か、はたまたわ
が国の「一億総活躍社会」の呼び声のせ
いか、「じんざい」という言葉を今まで以
上に見聞きするようになった。この「じ
んざい」は普通に考えれば「人材」と思っ
ていたが、最近もう一つ、「人財」がある
ことを知った。ご存知だろうか。経営コ
ンサルタントの村山昇は、この違いをダ
イヤモンドに例えて話をしている。ダイ
ヤモンドは高価な宝石として取り引きさ
れる一方で、研磨材市場でも大量に取引
されることをあげて、前者は「財」とし
ての価値が扱われ、後者は「材」として
の価値が扱われているという。その区別
は「代替がきくかきかないか」であると
いうのだ。（『プロセスにこそ価値がある』
メディアファクトリー新書、2012 年）
この例えで言うなら、「その仕事はあな

たにしかできない」となれば、その人は「代
替がきかない」ゆえに「人財」であるし、「そ
の仕事はあなたがやっても、他の人がやっ
ても同じこと」となれば「人材」となる
のだろう。
またこれに加えて「人物」という言葉

もある。「人物」とは「人材」「人財」に
注目しつつも、その人柄や「お人なり」
に優れた人を意味する。これは「リーダー
シップのある魅力的な人」という側面を
意識した人間像である。識者は「人材」
や「人財」は学校教育で育てられるが「人
物」は教育だけでは簡単に育てられない
という。さて冒頭の主催者はどの「じん
ざい」を言われたのだろうか。
申すまでもなく、天理教の「じんざい」

は「よふぼく」と呼ばれるが、『天理教教
典』第９章には「たすけて頂いた喜びは、
自ら外に向つて、人だすけの行為となり、
ここに、人は、親神の望まれる陽気ぐら

しへの普請の用材となる。これをよふぼ
くと仰せられる」とある。「用材」である
なら「人材」となるのだが、「おふでさき」
には、
いかなるのやまいとゆうてないけれど
みにさわりつく神のよふむき　（四号 25）
よふむきもなにの事やら一寸しれん
神のをもわくやまへの事　（四号 26）

とあるようによふぼくの勤めは「代替の
きかない」深い親神の思いがあると言わ
れる。その意味では「人財」である。
『教典』は続けて、「仮令、年限の理に浅
い深いの相違があろうとも、教祖ひながた
の道を慕い、ひたむきなたすけ一条の心か
ら、あらゆる困難を乗り越え、温かい真心
で、一すじにたすけの道に進むなら、何人
でも、親神の守護を鮮かに頂くことが出来
る」と、その能力よりも、「じんざい」と
なる過程に重きが置かれていることが分か
る。またその資質すら問われない。
「おさしづ」には、「よふぼくと言えば
普請何ぼどれだけ綺麗なと言うても、若
いもの細いものでは持たぬ。年限経った
ものなら何ぼう節が有っても歪んだもの
でもこたえる。重りがこたえやで」（28・
10・7）と言われている。これが私達の信
仰の世界である。
ところで法隆寺の昭和大修理を行った宮

大工棟梁・西岡常一氏は『木のいのち 木
のこころ』（草思社、1993 年）で、「癖の
強いやつほど命も強いという感じですな。
癖のない素直な木は弱い。力も弱いし、耐
用年数も短いですな」と素材の持ち味を活
かすことが育成する人間の責任だと言う。
このきいもたんへ月日でいりして
つくりあけたらくにのはしらや　（七号 17）

とあるように「国の柱」ともなる者を育
てるのが天理教の「じんざい」育成であ
るなら、それはまさに「人物」を育てる
ことなのだろうか。もう一度、その当た
りのことを考えてみる必要がありそうだ。
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「出前教学講座」申し込み受付／新刊紹介
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